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１．研究期間中の研究成果 

・背景 

癌は早期の段階で発見できれば、完治が可能である。こ

のためには、小さな癌を発見する技術が必要である。PET

は人体内の癌を非侵襲的に画像として表すことができる。

そこで、高空間分解能 PET の開発が望まれるが、シンチレ

ーターと光電子増倍管を組み合わせた従来の検出器では

数ｍｍ程度の分解能が限界である。東北大学は、検出器の

小型化が可能な半導体検出器による PET の開発を行って

きた。 

 

・研究内容及び成果の概要 

 

CdTe 半導体検出器を小型化し、大量の小型検出器から

の電子信号を増幅回路が搭載された ASIC で受ける放射線

計測システムを開発し、小動物用超高空間分解能半導体

PET を開発した。本装置を用いて、世界で初めて１ｍｍの

癌の FDG 画像を取得できた。次に、CdTe 検出器の電極の

片面に抵抗性を持たせることにより、１ｍｍの空間分解能

を有する２次元位置敏感型検出器を開発した。さらに、こ

れを積層することにより、３次元位置敏感型検出器を作成

し、これを用いてヒト用超高空間分解能３次元半導体 PET

を製作した。 

 

２．研究期間終了後の効果・効用 

・研究期間終了後の取組及び現状 

臨床応用に向けて、ヒト用超高空間分解能３次元半導体 PET の基本性能試験を行っている最中

に、東日本大震災に遭った。サイクロトロンの復旧を待つとともに検出器の修理等を行い、性能

試験を再開した結果、ガントリー中央で１ｍｍの空間分解能を得ることに成功した。現在、検出

器のメンテナンスを容易にできる形状に改造を行っている。 

  ・波及効果 

 高空間分解能半導体 PET の商品化が日本において促進された。現在、２社のメーカーが製品化

している。分子イメージングの分野では、その高空間分解能の特長を生かして、今まで PET 研究

では余り使用していなかったマウスを用いた神経性の研究、薬剤開発の研究などに利用されてい

る。半導体 PET は非常に安定に作動することが確かめられ、装置の信頼が得られている。 


